
（様式） 

令和８年度 学校経営の改革方針 

作成年月日 令和８年４月１日 

 

学校名 鈴鹿市立神戸小学校    校長名 津田 由美子   

記述項目 記述内容 

１めざす学校像 今日も来てよかった、明日も来たいと思える学校 

２経営方針 １ わかる喜び・学ぶ喜びが実感できる学校 

２ 一人ひとりが大切にされる学校 

３ 家庭や地域に信頼され、ともに創り上げる学校 

４ 子どもの成長を喜び、教職員自らも成長し続ける学校 

３達成方策 １ わかる喜び・学ぶ喜びが実感できる学校 

（１） 子どもの主体性を重視した授業づくり 

【授業力 UP５★ver.２の活用】 

（２）全国学調・みえｽﾀ・体力ﾃｽﾄの結果を踏まえた授業改善 

（３）少人数指導・習熟度別学習の実施 

（４）ICT 教育の推進 

２ 一人ひとりが大切にされる学校 

（１）個々の子どもの能力や個性が生きる集団づくり 

（２）特支 Co を核とした組織的な特別支援教育推進体制の充実 

（３）外国人児童の学力保障【にほんご UP５☆の活用】 

（４）不登校（長期欠席）・いじめの減少 

３ 家庭や地域に信頼され、ともに創り上げる学校 

（１）的確・迅速な対応及びアンケートに基づく学校改善 

（２）学校運営協議会における熟議の推進 

（３）学校支援ボランティア等の活用・推進 

（４）神戸中学校区の連携強化 

４ 子どもの成長を喜び、教職員自らも成長し続ける学校 

（１）三部長・学年主任を柱とした組織的な学校運営の構築 

（２）やりがいをもって仕事ができる労働環境づくり 

（３）働き方改革の推進 

・学校行事等の見直しや精選 

・会議の効率化（60分以内）と定時終了：100％ 

・教職員の在校等時間の上限を月 45時間、年 360時間 

・月 80時間を超える時間外労働者：０人 

・教職員の休暇取得促進：平均有給休暇 20日以上／年 

・設定日（月 3回）に定時退校できる職員の割合：90％以上 

 


